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【第 4 章】第 3 章までの調査は，干満差の無い日本海沿岸で行われたものであるが，我が
国の沿岸域は瀬戸内海や有明海のように干満差が大きな海域もある。そこで，本章では山
口県の沿岸域で大潮の満潮と干潮の間で底質硬度，飽和水位やサクションと小型甲殻類の
分布状況を調査した結果を論じている。その結果，第 3 章では，例えば，ナミノリソコエ
ビの分布域の上限はサクションが 2KPa となる場所であったが，干満差がある海域でも同
様であることが明らかとなり，これまで得られた結果が汎用性を持つことが確認された。
 
【第 5 章】瀬戸内海では多くの自然海岸は人為開発により消失しているが，島嶼部を中心
に残されている。しかし，島嶼部ではこれまで調査対象としてきた砂浜海岸は少なく，よ
り粒径の大きな礫浜海岸が大部分を占める。そこで，礫浜の硬度，飽和水位やサクション
について実験的手法を用いて検討した。その結果，礫は砂とは硬度，飽和水位，サクショ
ンは全く異なり，また，砂相当の粒径においても，粒径毎の物理的性質が少しずつ異なる
ことを明らかにした。また，測定機器類が高価なサクションについて安価で簡便な代替測
定方法を開発した。 
 
【第 6 章】以上の結果から，底質の硬度やサクションは潜砂性小型甲殻類にとって帯状分布
域を成立させる極めて重要な環境要因の一つであることを明らかにした。また，今後の砂浜海
岸の保全やその場の生態系保全のためには，底質の物理環境にも着目して適切な施策を行うよ
う提言している。 
 
 以上のように本研究は，底質の硬度，飽和水位やサクションにより小型甲殻類の分布パ
タ－ンに影響を明らかにするとともに，測定が困難なサクションの代替測定法を開発する
などして，調査を容易にした。また，得られた結果から砂浜海岸の保全方法について提唱
している部分は，今後の我が国の海岸生態系保全の観点から意義深い結果である。以上，
審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される充分な資格があるものと認
められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
